
SDGsの取組

目指すゴール
取組・活動内容とゴールとの
関係

目標

経済 9

企業のDX推進化するなかで
誰もが取り残されない様に
デジタル機器を生活に密着した
形で使えるように教室を開催
していく

実施目標
目標年度　：　2025年度
教室開催数：　600教室/年
受講人数　：　6000人年
内容　　　：　企業のサービスやアプリの案内
着地目標　：　シニア層を中心に便利に安全に
　　　　　　　デジタル機器を使える
　　　　　　　社会の実現　

社会 3

自治体、医師会などと連携して遠隔
医療サービスをしっかり使える様に
なるまで教室を開催し、特に必要と
される地域への積極的な教室実施を
目指し、誰もが同じ医療サービスを
受けられるように目指します

実施目標
目標年度　  ：　2025年度
提携自治体数：  5市町村以上
教室開催数  ：　200教室/年
受講人数　  ：　3000人年
内容　　  　：　遠隔医療サービスの案内
着地目標　  ：　地域自治体や医師会と連携し
　　　　　　　　誰もが医療を安心して受けら
　　　　　　　　れる社会の実現

環境 7

DX社会における紙媒体の削減を目標
とし、教室で配布するテキストを全
てデジタル化しても問題が発生しな
いような教室を開催することを目指
します

実施目標
目標年度　  ：　2025年度
削減目標数  ：　紙テキスト0
削減効果　  ：　CO2削減年間約160ｋｇ
　　　　　　　　（年間12万枚480ｋｇ→0㎏へ）
内容　　  　：　弊社テキストのデジタル化に
　　　　　　　　よる紙テキストの廃止
着地目標　  ：　教室での紙媒体によるCO2発生
　　　　　　　　0を目指す

取組・
活動内容

シニア向けスマホ教室事業を継続実施し、地域社会におけるデジタル化を
推進、紙媒体の削減による環境改善および、遠隔医療サービス等の利用方法
を案内していくことで、広く多くの人が均等な医療が受けられるようにし、
また、自治体等との連携をすることで、情報弱者と呼ばれる方が、犯罪など
のトラブルにあわない様に啓発活動を実施しています

合同会社 Prof


